
学級活動（２）（３）を極める 

2020.1２.１９（土） 

札幌市特別活動研究会 学級活動（２）（３）プロジェクト 

１．はじめに 

学級活動（２）と（３）について研究を進める上で、学級活動（１）と比べて実践や検証の実績が少な

いことから、実践を行う中で、「授業イメージを捉え直すこと」「指導のポイントについて精査すること」

を目指した。 

 

２．実践から見えてきたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践から見えてきた授業づくりのポイント 

○子どもがなかなかのってこなくて、発言が少ない。 

○「次はこれを考えよう、次は･･･」と教師が強引に展開する時があった。 

→子どもの思いを表出し、発言をつなぐための教師の関わり 

○４５分で意思決定までいかない。 

○どうやって具体的な行動目標にしていくか。 

○４５分の授業をしたからこその、意思決定の内容になったか。 

    →子どもの意思決定に価値ある交流場面をつくり出す教師の関わり 

 

・学級活動（２）、学級活動（３）のどちらもともに一単位時間の流れは「つかむ」「さぐる」「見つける」

「決める」が基本です。しかし、この４つの段階の思考過程ありきで教師が強引に授業を展開してはい

けません。４つの段階を通して子どもが問題意識をもち、子どもの思考がスムーズに流れるかが大切

です。 

・授業を行うからこそ「決める」での意思決定が、より具体的な姿をイメージしながら意思決定できる授

業づくりをします。 

・他の教科における問題意識は、「つかむ」段階で生まれることが多いです。しかし、学級活動（２）で

は、課題の原因や解決の必要性を探る中で、学級活動（３）では、可能性を探り、なりたい自分像が浮

かび上がる中で、どんどん自分事として問題意識をもつようになっていくと考えます。そこで、次の仮

説を立て検証することとしました。 

 

 



仮説 

  学活（２）は、経験を語るので「さぐる」を丁寧に、学活（３）は、なりたい姿に向かうためにでき

ることを「見つける」ことを丁寧に行うことで、より具体的な意思決定に向かう。 

 

３．学級活動（２）と学級活動（３）の違い 

 

上記の３点と仮説を踏まえた上で、学級活動（２）と学級活動（３）の違いを示します。 

 学級活動（２） 学級活動（３） 

 ・現在の生活上の課題を扱い、改善する

ための目標を決め、その実現に向けて

取り組みます。 

～題材例～ 

・気持ちのよいあいさつ 

・なくそう忘れ物 

・男女仲良くしよう 

・地震に備えて 

・バランスの良い食事 

・少し未来を見通し、なりたい自分に向けて努

力することを決め、その実現に向けて取り組

みます。 

～題材例～ 

・○年生になって 

・○年生に向けて 

・夏休みを充実させよう 

・上手な学校図書館の使い方 

・進んで取り組む自主学習 

 

つかむ 

（５分 

程度） 

 

 

 

・実態や現状を把握するために、事前ア

ンケートの結果をグラフにしたり、生

活の様子の写真や動画などを見せた

り、視覚的に捉えられるものを提示し

ます。 

 

 

 

 

・課題を把握し、自分事として捉えられるよう

にするために、事前アンケートの結果をグラ

フにしたり、生活の様子の写真や動画を見せ

たりし、自分を見つめやすくします。 

 

さぐる 

（10～ 

15分程度） 

・原因を明らかにしたり、解決の必要性

を実感したりすることで、解決への意

欲を高めます。 

・現在の生活上の課題を扱うため、イメ

ージしやすいことが多いので、（３）と

比べると、時間配分は多めになります。 

・これまでの自分の頑張りやよさを振り返っ

たり、インタビュー結果で願いや思いを知っ

たりすることで、なりたい自分像を描きま

す。 

・これからの将来のことを扱うため、積み重ね

がないと、イメージしにくいことが多いの

で、（２）と比べると、時間配分は少なめに

なることがあります。また、なりたい自分像

をつくるために児童にとって身近な人から

の情報提供もありえます。 

 

・みんなに共通の課題は何かを共有するようにします。 



見つける 

（15～ 

20分程度） 

・解決するための方法を 

 

 

・話合い活動が中心となりますが、専門

家の情報提供によって、意見を整理し

たり、新たな視点をもって具体的な解

決策を考えたりできるようにすること

も大切です。 

・「さぐる」で原因がはっきりしてくる

と、解決策は、比較的浮かびやすいこ

とが多いです。 

・なりたい自分に近づくためにできることを 

 

 

・話合い活動が中心となりますが、題材によっ

て専門家のアドバイスで、より具体的な解決

策を考えられるようにすることも大切です。 

・より具体的な姿をイメージして意思決定し

ていくためには、場面を限定することが有効

です。 

・低学年から場面を絞って考えることを積み

重ねることで、高学年では多少広く扱っても

具体で考えていくことができると考えます。 

決める 

（最低 

10分） 

 

 

・課題に対する自分なりの解決策を意思

決定し、実行への強い決意をもちます。 

・きれい事で決めるのではなく、自分の

見方や考え方が深まった意思決定を目

指します。 

・頑張りカードに決めたことを記入しま

す。 

 

 

・課題に対する自分なりの解決策を意思決定

し、実行への強い決意をもちます。 

・きれい事で決めるのではなく、自分の見方や

考え方が深まった意思決定を目指します。 

・題材によっては、キャリア・パスポートに記

入します。 

 仮説をもとに、実践してみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学級活動（２）は「さぐる」に重点を、学級活動（３）は「見つける」に重点を置くと仮説を立ててい

ましたが、必ずしもそうなるわけではありませんでした。どちらでも、子どもは、具体的なイメージが浮

かぶ経験がある内容についてはよく語るため、時間を掛けて丁寧に取り組むこととなります。自ずとそ

こが重点化されていきます。題材や授業を行う時期に応じて、子どもがこれまで経験してきたことをよ

く考え、授業づくりをすることが大切だと考えます。 

 以上を踏まえ、「つかむ」「さぐる」「見つける」「決める」各段階におけるスムーズな子どもの思考を促

すための教師の指導のポイントをまとめます。 

みんなで知恵を出し合って意見を考え合います。 

話し合ったことを参考にして、自己の努力目標や実践方法を決めます。 



・後半に時間を掛けるためにも、５分程度でつかむのが理想です。 

・自分の生活を客観的に想起させる資料を準備します。 

・資料が事前アンケートの場合は、整理してグラフ化するなど視覚的な

ギャップを生む工夫をすると効果的です。 

・本時の課題となる日常の姿を動画や写真で残しておき、見せることも

資料として使えます。 

・道徳で行った授業の板書を TVに映し、大切にしたいことを強調させ

ることも資料にできます。 

・想像していた自分たちの姿と現実の差に着目させ、課題を共有させ

ることが大切です。 

・ある程度、現状がつかめたら「このままでよいか」を問いかけます。 

・現状がつかめたら、「学級目標に向かえる学級と言えるか」を問いか

けます。 

 

 

現状を把握し、共通の課題を 

明らかにする教師の関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）指導のポイント 

え？ 

そうだよね 

そんな気が 
していた 

どうしよう 

４．学級活動（２）と学級活動（３）の違いを踏まえた指導のポイント 



・後半に時間を掛けるためにも、５分程度でつかむのが理想です。 

・よりよい自分になりたいと期待を膨らませる資料を準備します。 

・キャリア・パスポートを使用し、事前に振り返りを行っておくことも資料

にできます。 

・キャリア・パスポートに書いた振り返りを発表し合い、これまで頑張っ

てきたことを確かめることが資料になります。 

・資料として事前アンケートを使う場合は、整理して視覚的なギャップ

を生む工夫をすると効果的です。 

・ある程度、現状がつかめたら「このままでよいか」を問いかけます。さ

らに高めたいという思いを共有できます。 

・「もう立派な〇年生だね。」と問い返すことで、もっとできるという思い

を共有できます。 

 

 

これから起こる近い将来のことを 

想像できるようにする教師の関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

（３）指導のポイント 

やっぱり 

自分も 
そうだよな 

このままで 
はよくない 



・見付けるの意見を出しやすくするために、教師は、分類整理しながら

板書します。 

・現実に対して原因を明らかにすることを、丁寧に行うことで、どの子も

自分ごととして問題意識をもてるようにします。 

・子ども達は、経験したことを語れるので、(３)と比べると時間がかかる

可能性があります。 

・場面を限定して考えさせることで、具体的な様子を思い浮かべること

ができるようになることもあります。 

 

            課題の原因を明らかにしたり、解決の必要性をはっきりさせたり 

      しながら、解決への糸口をさぐる教師の関わり 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

（２）指導のポイント 

原因は 
何だろう 

どうしてこう 
なっちゃうの 

このまま 
だったら 

そうか、 
○○すれば 

よく考えたら 



・理想像を描ける人物を考え、インタビューを取っておきます。 

・教師は上の学年や、先生方、専門家へのインタビューをまとめた資料

を提示します。 

・これまでの子どもの頑張りを思い出させることもあります。 

・イメージマップなど、思考ツールを使って一人一人が整理することも

できます。 

・(２)と比べると、教師が与えた情報を元に考えることが多いため、時

間は短くなる可能性があります。 

※理想と比べて、できてない自分に焦点が当たると(２)の展開のよう

になってしまい、時間がかかります。 

 

なりたい自分像を明らかにしていく 

教師の関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

（３）指導のポイント 

そんなこと 
考えていたんだ 

そうした 
かったんだ 

そうなんだ 

自分 
だったら 

これだったら
自分も 



・原因や解決の必要性を探ってきたことで、「どのように解決すると

よいのか（できるのか）」を学級全体で話し合います。必要に応

じて、ペアやグループ交流を通して考えることもできますが、多様な

考えを認めることができるように、教師が指導することが大切

です。  

 発言例 避難訓練では、実際に起こった時と同じように、落ち着いて放

送に耳を傾け、どこにどのように逃げるのか聞くことが大切だね。 

・（２）はこれまでの学校生活から見つけた課題を解決するために、そ

れぞれの子が行動目標を意思決定していきます。解決する方法を交

流し合い、友達の考えをヒントに考えを広げたり深めたりします。自

分一人では思いつかなかった解決方法を知る機会にした

り自分の考えた解決方法を更に具体的なものにしていっ

たりすることが大切です。 

 

・解決の一手段として、ゲストティーチャーを招いて話を聞いたり、上級

生のメッセージを資料としたりすることで、子どもたちの解決方法を

より確かなものにしたり、新たな発想を加えたりすることができます。 

 

一人一人の意思決定に向けて、 

                         具体的な解決方法を共有するための教師の関わり 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）指導のポイント 

それなら、〇〇

してみたら 

「これをすれ

ば」 

「こんなことも

できるので

は」 

「得意なあの

人はどんなこ

とを」 

「先生だった

らどんな方法

ある？」 

もっと〇〇すると 

いいのでは 

 

「こんなこともできる

のでは」 

「得意なあの人

はどんなことを」 

「先生だったらど

んな方法ある？」 

ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰが 

言っていたこと 

をヒントに･･･ 

て 



・「さぐる」段階で描いたぼんやりとした将来の理想像から、「自分だ

ったら･･･」と考えて自分事にしていきます。近い将来にどんなこ

とがあるのか、子どもたちに見通しをもたせることで、「いつ」

「どんな場面で」「（自分は）どんなことができるのか」具体

的に考えることが大切です。 

  発言例 家庭学習で何をするか、一週間の時間割に書いておくのはどう

かな。そうすると、すぐに学習に取り組めるよ。 

 

・（２）の過去の学校生活をもとに考えるのと違い、（３）では将来を見

通して考えるため、具体的にイメージすることが難しい子どももいま

す。キャリアパスポートを活用し続けることで、自分で理想像に近づ

くために頑張りたいことは何か具体的に考える姿を目指すが、初期

段階の指導では、場面を限定して考えたり、例示したりする

ことで、多様な解決方法を考えることができるように指導しま

す。 

発言例 係活動では、友達と役割を分担したり、できたところまでを確

認したりすることで、計画的に進められるようにするよ。 

 

 

これから起こる近い将来のことを 

想像できるようにする教師の関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）指導のポイント 

〇〇するの
はどうかな 

 

今までやっ
ていた〇〇
はどうかな 

こんなことも
できそうだ 



・「決める」段階では、それぞれの子が、自分自身の課題を見つめ直

し、自分に合った解決方法や実践方法を選択し、意思決定

していきます。 

発言例 私は、朝のあいさつは元気よくできているけど、いつでも元気

な声であいさつするために、授業の始まりや終わりも元気に気持ちを込

めてあいさつする。 

 

・４５分の時間を計画的に活用し、個々がじっくりと意思決定することが

できる時間を確保することが必要です。目安として１０分程度の時間

を確保します。 

 

・課題解決のために自分の取組の方法を考え、実践していくことで自

己の実践力の高まりを実感させたり、それが集団の高まりに繋がっ

たりしていることを評価として返すことで、集団の課題を自分事とし

て考えることができるようになっていきます。 

 

 

 

自分の課題にあった具体的な 

    解決策を決めるための教師の関わり                                       

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）指導のポイント 

自分の課題に合

っているのは･･･ 

〇〇をするともっ

と△△に近づく

ことができそうだ 

 

「こんなこともできる

のでは」 

「得意なあの人

はどんなことを」 

「先生だったらど

んな方法ある？」 

〇〇さんの考え

たようにしてみよ

うかな。 



・「決める」段階では、それぞれの子が、自分自身の描く理想に近付く

ための、自分に合った解決方法や実践方法を選択し、意思

決定していきます。「〇〇することで、もっと･･･」と更なる意欲や自

身につなげていくことで、自己肯定感を高めることに近づけていきま

す。 

発言例 私は、掃除の時に自分の役割を終えたら教室を見渡して、手の

足りないところを手伝ったり、整理整頓できるところを見付けたりして

取り組むよ。 

 

・４５分の時間を計画的に活用し、個々がじっくりと意思決定することが

できる時間を確保することが必要です。目安として１０分程度の時間

を確保します。 

・キャリアパスポートを活用し、「自分に合った実践方法を意思決定す

る」⇒「取り組む過程を振り返る」⇒を繰り返す中で、目標に向かっ

て努力できる自分に自信をもてるように関わることで、キャリア形成

や自己実現の力を高めていきます。 

 

自分のなりたい姿に向かって 

今できることを決めるための教師の関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）指導のポイント 

〇〇することが、
今の自分に必要
だと思うな 
 

理想に近づ
くために〇〇
してみたいな 


